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内容紹介

正会員数 1,113名　賛助会員 42個人・70団体（11月30日現在）

重ね扇紅白椿 （南沼原地区  大嶋フミ子さん作品）

P２　　新年のご挨拶（山形市長）
　　　新年を迎えて（理事長）
P３　　ブロック研修会を開催
　　　事業普及啓発活動を実施
P４　　剪定講習会を開催
　　　安全パトロールを実施

P５　     わが街自慢
P６～７ 会員のひろば
P８　　 就業会員を訪ねて
P９　　 人あり・技あり・心あり
　　　  新入会員紹介
P１０　 事務局だより

あ と が き

ホームページでもご覧いただけます。 山形市シルバー人材センター 検 索

　
会
員
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨

年
は
、
皆
様
に
は
本
誌
紙
面
に
、

寄
稿
や
取
材
の
ご
協
力
を
頂
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
部
会
も
、
会
報
に
皆
様
の

要
望
や
意
向
を
把
握
し
、
よ
り

分
か
り
や
す
く
、
親
し
み
あ
る

会
報
作
り
に
役
立
て
る
た
め
、

約
七
年
ぶ
り
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
と
新
た
に
モ
ニ
タ
ー
募
集
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
新
年
を
迎
え
、
シ
ル
バ
ー
世

代
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
が
、

少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ
る
労

働
者
不
足
が
年
々
深
刻
な
状
況

に
進
む
中
、
人
手
不
足
解
消
に
、

経
験
豊
富
な
シ
ル
バ
ー
会
員
の

皆
様
に
、
よ
り
社
会
貢
献
が
求

め
ら
れ
る
時
代
に
入
っ
て
き
ま

し
た
。

　
時
間
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
人

生
の
後
半
戦
で
す
。
健
康
に
留

意
し
、
希
望
の
仕
事
、
異
な
る

分
野
で
も
や
り
た
い
仕
事
に
挑

戦
し
、
生
き
生
き
と
元
気
に
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
し
い
年
も
、
会
員
の
皆
様

が
希
望
に
満
ち
た
明
る
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
に
祈
念
し
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
入
会
の
勧
誘

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
配
分
金
支
払
日

一
月
十
八
日（
金
）

二
月
二
十
日（
水
）

三
月
二
十
日（
水
）

■
入
会
説
明
会（
午
後
一
時
三
十
分
）

一
月
十
日（
木
）　
十
七
日（
木
）

　
　
二
十
四
日（
木
）

二
月
七
日（
木
）　
十
四
日（
木
）　

　
　
二
十
一
日（
木
）

三
月
七
日（
木
）　
十
四
日（
木
）　

　
　
十
九
日（
火
）

（
就
業
に
関
し
て
の
相
談
で
す
）

■
就
業
相
談
日（
午
後
一
時
三
十
分
）

一
月
十
日（
木
）

二
月
十
四
日（
木
）

三
月
十
四
日（
木
）

配
分
金
＝

　
所
得
税
法
上
の
取
扱
い

公的年金等控除額

受給者の区分

（昭和29年1月1日
以前に生まれた人）

その年中の公的年金等の
収入金額（A) 公的年金等控除額

年齢65歳
以上の人

（昭和29年1月2日
以後に生まれた人）

年齢65歳
未満の人

330万円以下

330万円超410万円以下

410万円超770万円以下

770万円超

130万円以下

130万円超410万円以下

410万円超770万円以下

770万円超

120万円

(A)×25％+37万5,000円

(A)×15％+78万5,000円

(A)×5％+155万5,000円

70万円

(A)×25％+37万5,000円

(A)×15％+78万5,000円

(A)×5％+155万5,000円

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
を

し
て
得
た
『
配
分
金
』
は
所
得
税
法
上

で
は
「
雑
所
得
」
と
し
て
取
り
扱
わ
れ

ま
す
の
で
、
課
税
対
象
者
に
な
る
と
思

わ
れ
る
会
員
の
方
は
各
自
に
お
い
て
最

寄
り
の
税
務
署
に
申
告
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
三
十
年
分
の

配
分
金
の
合
計
額
を
証
明
す
る
『
配
分

金
支
払
証
明
書
』
を
発
行
し
ま
す
の
で
、

必
要
な
方
は
一
月
二
十
五
日
ま
で
に
事

務
所
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
二
月
一
日
以

降
に
事
務
所
窓
口
で
交
付
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
派
遣
事
業
で
就
業
し
て
得
た

『
賃
金
』
は
、「
給
与
収
入
」
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
ま
す
。
山
形
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
よ
り
源
泉
徴
収
票

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　『
配
分
金
』
に
つ
い
て
は
、
租
税
特
別

措
置
法
第
二
十
七
条
の
「
家
内
労
働
特

例
」
に
よ
り
六
十
五
万
円
の
控
除
が
認

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
配
分
金
以
外
の

収
入
が
な
い
場
合
に
は
、
基
礎
控
除
三

十
八
万
円
を
含
め
て
百
三
万
円
ま
で
所

得
税
が
課
税
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
配
分
金
の
他
に
給
与
収
入
が
あ
る

場
合
は
、
六
十
五
万
円
か
ら
給
与
所
得

を
控
除
し
た
残
額
が
特
例
で
控
除
で
き

る
金
額
で
す
。

　
ま
た
、
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る

場
合
は
配
分
金
と
は
別
に
所
得
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
公
的
年
金
控
除
額
は

上
記
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
配
分
金
収
入
、
給
与
収
入
、

公
的
年
金
収
入
以
外
の
収
入
が
あ
る
場

合
の
所
得
控
除
及
び
そ
の
他
の
控
除
に

つ
い
て
は
、
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

迎
春
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　ブロック研修会

　清掃奉仕活動

新
年
を
迎
え
て

新
年
の
ご
挨
拶

名
誉
会
長
・
山
形
市
長
　
佐
　
藤
　
孝
　
弘

理
事
長
　
長
　
瀬
　
洋
　
男

　

新
年　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
、
会
員
の
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
人
口
の
高
齢
化
が
進
展
す
る

中
、
国
の
骨
太
の
方
針
二
〇
一
八
で
は
、

六
十
五
歳
以
上
を
一
律
に
高
齢
者
と
見

る
の
は
現
実
的
で
は
な
く
、
全
て
の
世

代
の
人
々
が
、
希
望
に
応
じ
て
活
躍
で

き
る
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
の
社
会
を
目
指
す

と
し
、
多
様
な
就
業
の
選
択
肢
の
拡
大

を
掲
げ
、
継
続
雇
用
年
齢
の
引
き
上
げ

に
向
け
て
検
討
を
開
始
す
る
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

一
方
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
会
員
は
漸

減
の
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
で
は

第
二
次
会
員
一
〇
〇
万
人
達
成
計
画
を

推
進
し
て
お
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
も
協

調
し
て
、
目
標
を
目
指
し
会
員
の
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
幸

い
当
セ
ン
タ
ー
は
近
年
、
会
員
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
平
成
三
十
年
十
一
月
末

現
在
で
一,
一
一
三
人
に
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
「
一
：
一

運
動
」
の
推
進
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
今
年
の
事
業
実
績
は
、

請
負
は
お
か
げ
さ
ま
で
昨
年
を
上
回
る

状
況
に
あ
り
、
派
遣
は
昨
年
を
若
干
下

回
る
状
況
で
す
が
、
新
規
就
業
開
拓
に

よ
り
受
注
件
数
は
増
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
偏
に
会
員
の
皆
様
方
の
日
頃
の

ご
精
勤
の
賜
物
と
存
じ
ま
す
。
今
後
と

も
ご
協
力
の
程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
二
十
九
年

度
か
ら
三
年
間
の
予
定
で
、「
や
ま
が
た

生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携
事
業
」
を
、

市
や
関
係
機
関
の
皆
様
と
と
も
に
実
施

し
て
お
り
、
就
業
相
談
窓
口
の
開
設
、

産
直
市
の
運
営
、
企
業
や
高
齢
者
向
け

の
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

今
年
は
平
成
と
し
て
は
区
切
り
の
年

と
な
り
ま
す
。
皆
様
の
益
々
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
山
形
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
会

員
の
皆
様
方
の
豊
富
な
知
識
や
経
験
・

技
能
等
を
活
か
し
た
就
業
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

事
業
を
展
開
さ
れ
、
地
域
社
会
の
活
性

化
と
福
祉
の
増
進
に
大
き
く
ご
貢
献
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
長
瀬
理
事
長
を

は
じ
め
会
員
の
皆
様
に
対
し
、
衷
心
よ

り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
、
少
子
高
齢
化
が
急
速

に
進
展
す
る
中
、
将
来
に
わ
た
り
社
会

の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

働
く
意
欲
を
も
っ
た
高
齢
者
の
方
々

が
、
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
社
会
参
加

が
で
き
る
生
涯
現
役
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
形
市
に
お
き
ま
し
て
も
、「
世
界

に
誇
る
健
康
・
安
心
の
ま
ち
『
健
康
医

療
先
進
都
市
』」
の
実
現
に
向
け
、
山

形
市
の
実
態
に
基
づ
き
、
食
事
（
Ｓ
）、

運
動
（
Ｕ
）、
休
養
（
Ｋ
）、
社
会
（
Ｓ
）、

禁
煙
（
Ｋ
）
を
柱
と
す
るSU

KSK

（
ス

ク
ス
ク
）
生
活
に
向
け
た
取
り
組
み
を

は
じ
め
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
着
実
に
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
豊
か
な
知
識
や

技
能
を
お
持
ち
の
高
齢
者
の
方
々
の
労

働
力
を
ご
提
供
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

貴
セ
ン
タ
ー
の
役
割
が
、
ま
す
ま
す
重

要
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
会
員

の
皆
様
方
に
は
、
本
市
の
高
齢
者
福
祉

の
推
進
に
今
後
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
会
員
の
皆
様
が
、

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活

躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
期
待
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
山
形
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
と
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
明
る
い
一
年
に

な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

十
月
の
全
国
一
斉
シ
ル
バ
ー
事
業

普
及
啓
発
促
進
月
間
に
お
い
て
、
次

の
普
及
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

役
職
員
に
よ
る
街
頭
啓
発
活
動

　

十
月
二
十
三
日
（
火
）、
イ
オ
ン
山

形
南
店
・
北
店
恒
例
の｢

火
曜
市｣

に

合
わ
せ
て
役
職
員
、
専
門
部
会
員
三

十
一
名
が
十
時
か
ら
十
一
時
ま
で
P

Ｒ
チ
ラ
シ
を
配
布
し
な
が
ら
セ
ン

タ
ー
の
事
業
紹
介
と
会
員
の
入
会
勧

誘
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
秋
晴
れ
に
め
ぐ
ま
れ
来
店

者
も
多
く
、
約
千
二
百
枚
の
チ
ラ
シ

は
一
時
間
足
ら
ず
で
配
布
終
了
。
山

形
新
聞
社
の
取
材
も
入
り
、
記
事
掲

載
は
良
い
P
Ｒ
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
に
よ
る
清
掃
奉
仕
活
動

　

十
月
三
十
一
日
（
水
）、

山
形
駅
西
地
区
の
清
掃
活
動

を
行
な
い
ま
し
た
。
当
日
八

十
五
名
の
会
員
が
四
班
に
分

れ
十
時
か
ら
約
一
時
間
、
道

路
沿
い
の
清
掃
を
行
な
い
ま

し
た
。

 

ま
た
、
各
地
区
研
修
会
に

合
わ
せ
、
公
民
館
や
公
園
な
ど
の
清
掃

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
活
動

①
市
役
所
市
政
記
者
ク
ラ
ブ
へ
啓
発
活

動
内
容
等
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

②
十
月
二
十
八
日
（
日
）
か
ら
三
十
日

（
火
）
ま
で
山
形
テ
ル
サ
で
開
催
さ
れ

た
互
助
会
主
催
文
化
祭
・
女
性
部
会
の

創
作
品
頒
布
会
場
で
の
P
Ｒ
チ
ラ
シ

と
、
パ
ネ
ル
展
示
に
よ
る
事
業
の
紹
介

と
入
会
の
勧
誘
（
総
入
場
者
数
三
百
二

十
八
名
）

③
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

安
全
就
業
推
進
大
会
へ
の
参
加

④
会
員
に
よ
る
一
：
一
運
動
の
推
進

　

総
務
部
の
事
業
計
画
の
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
で
す
。

　

今
年
は
全
国
的
に
地
震
や
台
風
、
大

雨
な
ど
の
災
害
が
多
か
っ
た
年
。

　
「
山
形
市
防
災
対
策
課
の
出
前
講
演
」

に
決
め
ま
し
た
。
部
会
員
の
町
内
会
の

講
演
が
好
評
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
研
修

会
は
十
一
月
二
十
日
〜
二
十
二
日
に
開

催
。

　

参
加
者
は
延
べ
四
一
七
名
と
、
ま
ず

ま
ず
で
し
た
。

　

研
修
会
の
テ
ー
マ
は「
お
ら
の
町
は
、

お
ら
だ
で
守
る
！
」
〜
自
助
・
共
助
に

つ
い
て
〜
（
講
師　

山
形
市
防
災
対
策

課
・
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

佐
藤　

明

氏
）
研
修
内
容
は
、「
災
害
に
備
え
て

お
こ
う
」
で
し
た
。

　

災
害
は
、
私
た
ち
の
住
む
山
形
市
で

も
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
、
日
ご

ろ
の
備
え
が
大
切
で
す
。

　

災
害
に
対
す
る
対
策
は…

⁉

『
自
助
』↓「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
守

る
」　　
　
　
　
　
　
　

『
共
助
』↓「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た

ち
で
守
る
」

　
「
日
ご
ろ
の
備
え
」
と
し
て
、
災
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
市
役
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）
を
確
認
し
、
非
常
持
出
品
・

備
蓄
品
（
最
低
三
日
間
程
度
）
の
物

資
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
も
、
災
害
が
起
き
た
と
き
は
、

あ
わ
て
ず
に
行
動
し
、
自
分
や
家
族

を
守
る
こ
と
、
ご
近
所
の
み
ん
な
で

助
け
合
う
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

次
回
の
研
修
会
も
、
会
員
の
皆
様

の
、
ご
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
　

事
業
普
及
啓
発
活
動
を
実
施

広
報
部
会
長

佐
藤
　
明

総
務
部
会
長

本
木
　
康
晴

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
を
開
催

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
を
開
催
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秋
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
事
前
に
パ
ト
ロ
ー

ル
の
日
時
等
を
会
員
に
連
絡
せ
ず
に
、
十
一
月
五

日
か
ら
七
日
の
三
日
間
「
抜
き
打
ち
」
で
、
派
遣

事
業
所
も
含
め
た
屋
内
作
業
関
係
を
重
点
的
に
実

施
し
ま
し
た
。

　
派
遣
業
務
先
は
ス
ー
パ
ー
の
品
出
し
及
び
陳
列

業
務
と
請
負
業
務
先
は
駐
車
場
管
理
と
施
設
の
清

掃
関
係
の
就
業
先
九
ヵ
所
に
つ
い
て
安
全
就
業
を

徹
底
し
て
い
る
か
の
確
認
を
行
い
、
会
員
に
対
す

る
安
全
就
業
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
ス
ー
パ
ー
の
品
出
し
陳
列
作
業
に
つ
い
て
は
、

安
全
対
策
と
し
て
重
量
物
運
搬
と
陳
列
に
は
最
善

の
注
意
を
す
る
よ
う
指
導
と
対
応
マ
ナ
ー
の
意
識

向
上
と
他
の
パ
ー
ト
社
員
と
の
連
絡
を
取
り
合
う

よ
う
、
指
導
し
ま
し
た
。
駐
車
場
管
理
業
務
で
立

体
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
巡
回
時
に
ス
ロ
ー
プ
箇

所
の
凍
結
が
予
測
で
き
る
こ
と
か
ら
転
倒
に
十
分

注
意
す
る
よ
う
、
指
導
を
し
ま
し
た
。
施
設
の
清

掃
業
務
に
つ
い
て
は
、
仲
間
と
声
を
掛
け
合
い
な

が
ら
作
業
す
る
よ
う
に
、
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
全
て
の
パ
ト
ロ
ー
ル
先
の
会
員
に
は
、
冬
場
に

向
か
い
車
間
距
離
を
保
ち
余
裕
を
も
っ
た
運
転
を

す
る
こ
と
、
徒
歩
で
の
通
勤
に
は
凍
結
道
路
で
の

転
倒
に
注
意
す
る
よ
う
、
指
導
し
ま
し
た
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
時
に
気
が
付
い
た
点

は
、
就
業
時
に
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を
経
験
し
て
い

る
会
員
の
方
が
お
り
ま
す
。
具
体
的
な
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
を
活
か
す
活
動
が
今
後
、
必
要
で
あ
る

こ
と
を
再
認
識
で
き
た
こ
と
か
ら
具
体
的
な
活

動
を
展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
些
細
な
注
意
項
目
と
受
け
止
め
な
い
で
、
最

善
な
注
意
が
自
分
の
安
全
就
業
に
繋
が
る
と
思

い
、
緊
張
感
を
も
っ
て
仕
事
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
会
員
の
協
力
と
努
力
も
あ
り
「
事

故
ゼ
ロ
」
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
更
に
「
ゼ
ロ
」

を
継
続
す
る
た

め
に
も
事
務
局

と
委
員
が
心
し

て
活
動
を
展
開

し
て
い
き
ま
す

の
で
、
会
員
の

皆
様
も
「
安
全

第
一
」
を
心
掛

け
、
初
心
に
戻

り
就
業
を
お
願

い
し
ま
す
。

抜
き
打
ち
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
報
告

安
全
就
業
推
進
委
員
長

樋
口
　
健
一

　
十
月
十
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
三
日
間
に
お
い
て
、
平
成

三
十
年
度
山
形
県
高
年
齢
者
就
労
活
性
化
事
業
「
剪
定
講
習

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
シ
ル
バ
ー
会
員
の
就
業
先
の
選

択
肢
拡
大
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今
回
の
講
習
は
、
剪
定
に

興
味
が
あ
る
方
を
対
象
に
十
二
名
の
会
員
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
講
習
内
容
は
、
剪
定
の
基
礎
と
雪
囲
い
の

基
礎
に
お
け
る
講
義
及
び
実
技
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
習
は
、
有
限
会
社
山
村
造
苑
の
山
村
正
作
氏
を
講
師
に

迎
え
、
樹
木
と
の
向
き
合
い
方
や
剪
定
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
、
会
員
に
解
り
易
く
丁
寧
に
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
受

講
し
た
会
員
も
最
初
は
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
徐
々
に
自
信
を

も
っ
て
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
こ
の
講
習
を
機
に
、

ご
自
宅
で
の
作
業
や
セ

ン
タ
ー
就
業
に
お
け
る

剪
定
作
業
時
に
、
今
回

の
講
習
で
学
ん
だ
こ
と

を
ぜ
ひ
活
か
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
周
り
で
、

剪
定
作
業
を
希
望
さ
れ

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
入
会

を
勧
め
て
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

剪
定
講
習
会
を
開
催

剪
定
講
習
会
を
開
催

　
東
京
の
三
鷹
市
よ
り
山
形
市
に

転
居
し
て
早
や
四
年
半
。
四
季

折
々
の
自
然
の
美
し
さ
豊
か
さ
に

浸
る
日
々
。
居
を
構
え
る
南
沼
原

地
区
は
市
の
南
西
部
に
位
置
し
、

住
宅
、
商
業
地
と
し
て
都
市
化
が

進
む
。
古
く
は
街
道
筋
の
集
落
と

し
て
発
展
し
、
山
形
市
と
上
山
、

置
賜
地
方
を
結
ぶ
交
通
の
要
所
で

あ
る
と
共
に
、
山
形
城
下
町
の
守

り
の
前
線
地
区
で
あ
っ
た
と
往
時

を
偲
ぶ
。
四
百
年
ほ
ど
前
の
徳
川

方
の
最
上
義
光
と
豊
臣
方
の
直
江

兼
続
と
の
長
谷
堂
合
戦
の
戦
場
を

背
後
に
、
城
下
に
戻
る
最
上
軍
の

戦
勝
街
道
の
ロ
マ
ン
す
ら
感
じ

る
。
南
沼
原
地
区
は
県
道
五
十
一

号
線
（
別
名
西
バ
イ
パ
ス
）
南
館

交
差
点
を
中
心
と
し
た
東
西
南
北

に
約
一
㌔
で
、
西
は
奥
羽
本
線
山

形
新
幹
線
を
境
界
と
し
た
エ
リ
ア

で
あ
る
。

　
そ
の
交
差
点
に
建
つ
南
沼
原
小

学
校
は
明
治
三
十
六
年
（
一
九
○

三
年
）
に
創
立
し
、
今
年
で
創
立

一
一
五
年
、
県
内
最
大
の
児
童
数

を
誇
る
長
い
歴
史
を
刻
む
学
校
で

あ
る
。

　
自
宅
近
く
に
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル

山
形
南
店
を
始
め
と
し
た
大
型
店

舗
が
建
ち
並
び
、
全
く
不
自
由
は

な
い
。
少
な
く
と
も
東
京
の
三
鷹

駅
周
辺
よ
り
便
利
な
上
に
混
雑
も

な
い
。

　
早
朝
に
愛
犬
と
自
宅
周
辺
を
散

策
す
る
が
、
吉
原
の
鎮
守
の
神
、

水
分
（
み
く
ま
り
）
神
社
で
家
族

の
安
寧
を
祈
願
す
る
の
が
日
課
。

「
歴
史
と
ロ
マ
ン
、
活
気
に
満
ち

た
街
」
南
沼
原
地
区
の
人
口
は
現

在
約
一
八
，○
○
○
人
。
山
形
市

に
併
合
し
た
一
九
六
四
年
の
六
倍

に
上
る
。
こ
れ
か
ら
も
健
全
で
緩

や
か
な
発
展
を
期
待
し
た
い
。

　
わ
が
地
区
は
二
口
橋
よ
り
大
野

目
交
差
点
ま
で
の
、
と
き
め
き
通

り
と
山
寺
街
道
の
間
に
印
役
・
花

楯
・
鈴
川
・
五
十
鈴
の
五
つ
の
エ

リ
ア
か
ら
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
四
十
五
年
こ
ろ
の
都
市
計

画
に
よ
り
水
田
風
景
は
一
変
し
て

住
宅
地
と
な
り
、
急
激
な
人
口
増

と
な
り
、
第
四
中
学
校
跡
に
東
小

学
校
が
開
校
さ
れ
、
第
四
中
学
校

が
新
た
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
は
各
種
の
開
業
医
は
二
十
三
、

ス
ー
パ
ー
は
四
、
各
銀
行
の
支
店

は
四
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
に
コ
ン
ビ
ニ
は
三
、

幼
稚
園
、
保
育

園
と
東
部
交
番

所
に
高
齢
者
介

護
の
敬
寿
園
が

あ
り
近
く
に
は

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
市
営
野

球
場
、
ス
ケ
ー

ト
場
等
が
あ
り

ま
す
。

　
バ
ス
は
一
時
間
お
き
に
二
路
線

で
運
行
さ
れ
、
市
街
地
に
行
く
に

も
便
利
で
高
速
道
路
に
乗
る
に
も

近
い
地
区
で
す
。

　
印
役
を
除
い
て
は
新
興
住
宅
地

の
た
め
、
名
所
旧
跡
は
無
い
地
区

で
す
が
、
小
中
学
校
、
幼
稚
園
が

近
く
、
歩
い
て
行
け
る
ス
ー
パ
ー

に
医
院
と
多
く
何
か
に
つ
け
て
便

利
の
良
い
地
域
で
す
。

　
日
常
生
活
を
営
む
に
は
環
境
に

恵
ま
れ
た
地
区
で
あ
る
と
、
誇
り

に
思
う
こ
と
が
わ
が
街
の
自
慢
で

す
。

南
沼
原
地
区

帯
刀
　
楯
夫

鈴
川
三
地
区

杵
淵
　
勝
利

ときめき通り

市営野球場とスポーツセンター

吉原の水分神社

　会場の山形県みどり推進機構

　駐車場管理のパトロール
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今
か
ら
十
二
年
前
に
な
り
ま
す
が
、

胃
癌
が
見
つ
か
り
更
に
腹
膜
転
移
が
あ

り
腹
水
に
癌
細
胞
が
散
り
拡
が
り
腸
全

体
に
癌
細
胞
が
は
び
こ
り
、
五
年
生
存

率
一
○
％
と
診
断
を
受
け
ま
し
た
。
治

療
は
先
生
に
一
任
し
自
分
に
で
き
る
唯

一
の
方
法
は
、新
陳
代
謝
を
活
発
に
し
、

免
疫
力
を
高
め
て
抗
癌
剤
の
副
作
用
を

い
か
に
軽
減
す
る
か
、
食
生
活
は
、
野

菜
・
魚
肉
等
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
適
切

な
運
動
と
し
て
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
又
飲
酒

も
、
従
来
通
り
継
続
し
ま
し
た
。

　

薬
の
副
作
用
は
味
覚
嗅
覚
が
全
く
無

く
倦
怠
感
も
激
し
く
食
欲
も
な
く
連
日

フ
ラ
フ
ラ
状
態
で
し
た
。
一
年
二
年
と

経
過
し
五
年
目
に
入
っ
た
頃
に
先
生
か

ら
「
億
の
宝
く
じ
に
当
た
っ
た
よ
り
、

も
っ
と
す
ご
い
ん
だ
よ
、小
笠
原
さ
ん
」

と
言
わ
れ
て
更
に
驚
き
、
先
生
と
喜
び

を
分
か
ち
合
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。

　

そ
し
て
現
在
に
至
り
健
康
の
大
切
さ

を
し
み
じ
み
と
感
じ
、
又
仕
事
の
あ
り

が
た
み
に
深
く
感
謝
し
つ
つ
、
業
務
の

貢
献
に
従
事
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

病
気
に
な
り　

得
た
事

南
沼
原
地
区

小
笠
原　

洋
一

　
「
ス
キ
ー
は
楽
し
い
！
」毎
年
ス
キ
ー

シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
そ
う
思
い
な
が

ら
ス
キ
ー
滑
降
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

私
が
二
十
代
後
半
の
頃
、
冬
の
メ

ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
家
族
や
職
場

の
仲
間
、
友
人
等
、
多
く
の
皆
さ
ん
が

ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ス

キ
ー
場
ま
で
の
道
路
の
大
渋
滞
、
駐
車

場
の
順
番
待
ち
、
リ
フ
ト
待
ち
、
ゲ
レ

ン
デ
の
人
の
多
さ
な
ど
、
目
に
見
え
る

よ
う
な
光
景
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

　

そ
の
頃
、
私
も
ス
キ
ー
が
上
手
に
な

り
た
い
と
の
思
い
で
職
場
の
仲
間
と
土

日
は
も
ち
ろ
ん
、
平
日
の
ナ
イ
タ
ー
ま

で
足
を
運
び
ス
キ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。
仲
間
か
ら
の
指
導
も
あ
り
、
大
回

り
、
小
回
り
タ
ー
ン
な
ど
滑
る
度
に
上

達
す
る
の
が
楽
し
く
て
仕
方
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。（
今
で
言
う
ハ
マ
り
で

す
。）
そ
の
後
、
職
場
の
ス
キ
ー
部
に

入
部
し
、
指
導
員
資
格
を
取
得
し
て
指

導
の
道
に
進
み
、
今
も
小
学
生
か
ら
一

般
ま
で
の
指
導
と
、
自
分
な
り
に
楽
し

む
ス
キ
ー
を
続
け
て
い
ま
す
。
変
化
に

と
ん
だ
山
岳
コ
ー
ス
を
滑
り
降
り
る
の

は
と
て
も
楽
し
く
爽
快
で
す
。

　

近
年
、
ス
キ
ー
人
口
は
年
々
減
り
続

け
、
当
時
の
混
雑
し
た
ス
キ
ー
場
の
活

気
あ
る
風
景
は
な
く
て
残
念
で
す
が
、

皆
さ
ん
も
青
春
時
代
を
思
い
出
し
、
雪

面
と
風
を
切
る
感
覚
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ 

ス
キ
ー
は
楽
し
！

西
部
地
区

髙
野　

昭
英

　

平
成
三
十
年
三
月
、
四
十
七
年
務
め

た
会
社
を
退
職
し
ま
し
た
。
我
が
家
近

く
の
イ
オ
ン
北
店
で
活
躍
中
の
先
輩
を

時
々
見
か
け
て
は
、
先
を
考
え
て
い
ま

し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
四
月
か
ら
は
近
居
し
て

い
る
五
歳
と
三
歳
の
孫
達
と
遊
べ
る

な
、な
ど
と
気
楽
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
急
に
長
男
の
隣
県
へ
の
転

勤
が
決
ま
り
、
甘
い
考
え
は
通
用
し
な

く
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
良
く
な
つ
い

て
く
れ
た
孫
達
と
の
別
れ
の
知
ら
せ

は
、
妻
と
共
に
落
ち
込
み
、
数
え
切
れ

な
い
思
い
出
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

二
月
末
か
ら
長
男
家
族
の
会
社
、
孫
の

幼
稚
園
の
関
係
で
、
三
度
に
別
れ
て
山

形
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最

初
に
下
の
孫
が
出
発
す
る
と
き
の
大
泣

き
は
、
ず
っ
と
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
幼
稚
園
の
年
中
の
孫
は
最
後
に

残
り
、
妻
と
分
担
し
て
の
送
り
迎
え
は

楽
し
く
も
あ
り
、
寂
し
く
な
る
思
い
も

し
た
も
の
で
し
た
。

　

孫
達
は
新
し
い
幼
稚
園
で
ス
タ
ー

ト
、
負
け
な
い
よ
う
週
一
〜
二
日
の
仕

事
を
し
、「
泊
り
に
行
く
よ
」
の
声
を

待
っ
て
い
ま
す
。

　

子
供
の
時
か
ら
本
が
好
き
で
、
い
ろ

ん
な
本
を
読
ん
で
い
た
が
、
特
に
推
理

小
説
や
伝
記
も
の
を
好
ん
で
読
ん
で
い

た
。

　

そ
れ
が
現
在
、
郷
土
史
に
興
味
を
持

つ
事
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
と
思
う
。

　

郷
土
史
は
地
元
の
歴
史
を
調
べ
る
事

で
あ
る
が
、
最
初
は
本
屋
や
図
書
館
で

郷
土
の
偉
人
が
書
き
示
さ
れ
て
い
る
書

籍
か
ら
最
上
義
光
の
人
物
像
と
功
績
に

興
味
を
持
ち
、
義
光
に
関
す
る
講
演
会

等
に
参
加
し
て
、
よ
り
深
く
知
る
よ
う

に
な
り
、
今
で
は
博
物
館
や
郷
土
館
に

何
度
も
足
を
運
び
義
光
一
人
だ
け
で
な

く
、
当
時
置
か
れ
て
い
た
立
場
や
人
間

関
係
な
ど
調
べ
れ
ば
調
べ
る
程
、
興
味

深
い
。

　

余
談
だ
が
郷
土
史
を
や
っ
て
い
る
中

で
地
域
の
寺
社
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
あ

り
、
今
は
や
り
の
ご
朱
印
を
集
め
て
、

市
内
の
神
社
の
ご
朱
印
は
、
ほ
と
ん
ど

集
ま
っ
た
。

　

去
年
よ
り
西
部
公
民
館
地
区
郷
土
史

愛
好
会
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
、
貴
重
な

研
究
を
諸
先
輩
よ
り
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
益
々
興
味
深
く
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

冒
頭
に
推
理
小
説
の
こ
と
を
出
し
た

の
は
、
四
百
年
以
上
も
前
の
人
物
を
見

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
史
料
を
紐
解

い
て
、
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
事
が
起
き

た
の
か
、
前
後
の
事
柄
や
時
代
背
景
な

ど
を
推
理
す
る
事
が
共
通
す
る
の
で
は

な
い
か
と
、
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
会
員
の
諸
先
輩
方
に
も
郷

土
史
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
講
演
会
で

お
会
い
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
時
は
意
見

の
交
換
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

郷
土
史

第
二
地
区

川
井　

幸
雄

退
職
、孫
た
ち
と
の
別
れ

第
九
地
区

鈴
木　

善
美

　

六
十
五
歳
の
時
、
若
い
頃
の
趣
味

だ
っ
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
再
挑
戦
し
、

シ
ル
バ
ー
世
代
と
し
て
最
上
三
十
三
観

音
巡
礼
を
テ
ー
マ
に
走
り
始
め
ま
し

た
。

　

三
十
三
観
音
は
上
山
か
ら
最
上
郡
鮭

川
村
ま
で
点
在
し
て
い
て
、
本
来
は
最

初
か
ら
最
後
ま
で
連
続
し
て
巡
る
の
が

基
本
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
天
気

の
良
い
休
日
に
限
り
、
自
転
車
で
日
帰

り
が
可
能
な
ル
ー
ト
を
選
ん
で
続
け
て

い
ま
す
。

　

巡
礼
の
作
法
な
ど
に
は
あ
ま
り
と
ら

わ
れ
ず
に
、
ま
ず
自
転
車
で
観
音
堂
に

行
き
つ
く
こ
と
。
そ
し
て
観
音
様
に
手

を
合
わ
せ
て
「
南
無
観
世
音
菩
薩
」
と

ブ
ツ
ブ
ツ
唱
え
て
、
ご
朱
印
を
い
た
だ

き
ま
す
。

　

巡
礼
は
苦
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
修
行
と
思
っ
て
あ
り
が
た
く
受
け

取
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
イ
ク

リ
ン
グ
で
最
大
の
試
練
は
上
り
坂
で

す
。
観
音
堂
へ
は
主
要
道
か
ら
外
れ
て

高
い
場
所
に
登
っ
て
行
く
こ
と
が
多

く
、
自
転
車
で
登
る
の
は
容
易
で
は
あ

シ
ル
バ
ー
サ
イ
ク
リ
ン
グ

南
沼
原
地
区

成
田　

厳

健康・趣味・つながり
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
が
修
行
な
の
か
な

と
思
い
頑
張
っ
て
登
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
第
三
十
番
の
丹
生
村
観
音

ま
で
巡
り
ま
し
た
が
、
残
り
も
焦
ら
ず

じ
っ
く
り
と
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

五十澤観音堂の前にて

蔵王中央ゲレンデ
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新
入
会
員
紹
介

新
入
会
員
紹
介

新
入
会
員
紹
介

　
当
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て
二
十
四

年
、
親
子
で
会
員
の
大
嶋
フ
ミ
子
さ
ん

に
、
本
号
の
表
紙
を
飾
っ
て
あ
る
押
絵

等
の
作
品
を
見
せ
て
頂
き
な
が
ら
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　
高
校
や
専
門
学
校
で
洋
裁
を
学
び
、

い
つ
し
か
身
の
回
り
の
小
物
や
人
形
、

押
絵
等
を
創
作
。
主
に
手
元
の
布
を
利

用
。
押
絵
等
の
材
料
は
セ
ッ
ト
で
通
信

販
売
か
ら
取
り
寄
せ
る
。
時
に
は
友
人

か
ら
大
量
の
布
を
頂
く
事
も
。
押
絵
は

堅
い
台
紙
に
多
彩
な
布
を
貼
り
付
け
、

絵
の
様
な
仕
上
が
り
の
作
品
。

　
の
り
は
気
温
で
付
き
具
合
が
違
う

為
、季
節
の
温
度
を
意
識
し
て
準
備
し
、

一
気
に
仕
上
げ
る
。

　
一
日
の
大
半
を
座
り
っ
ぱ
な
し
に

な
り
が
ち
で
、
指
先
や
腰
に
痛
み
が

出
て
も
、
作
品
を
手
に
し
た
方
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
楽
し
み
に
は
変
え
ら

れ
な
い
と
。

　
互
助
会
の
文
化
祭
に
優
先
出
品
し
、

他
は
知
人
や
友
人
、
家
族
等
へ
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
い
る
。
大
き
な
作
品
を

出
品
し
て
い
た
頃
は
好
評
で
、
自
宅

保
管
し
て
い
た
物
を
追
加
提
供
し
た

事
も
。
最
近
は
小
物
中
心
。
先
日
、

友
人
家
族
の
安
産
お
見
舞
に
御
守
り

を
差
し
上
げ
た
と
こ
ろ
翌
日
に
孫
が

無
事
誕
生
。
長
年
や
っ
て
来
た
事
が

報
わ
れ
た
思
い
を
し
た
と
の
事
。

　
平
坦
な
事
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
健
康
の
為
に
ラ
ジ
オ
体
操

や
歩
き
を
欠
か
さ
ず
、
今
は
娘
四
人
、

孫
八
人
、
ひ
孫
十
二
人
。
和
や
か
な

娘
家
族
と
の
同
居
を
話
さ
れ
る
大
嶋

さ
ん
は
九
十
歳
。
柔
和
な
笑
顔
は
輝

い
て
見
え
ま
し
た
。

佐藤　和男
襖班

就業会員を訪ねて就業会員を訪ねて

　
あ
か
ね
ケ
丘
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
作

業
所
を
訪
問
し
、
お
忙

し
い
中
、
襖
班
リ
ー

ダ
ー
の
佐
藤
和
男
さ
ん

に
お
話
し
を
伺
い
ま
し

た
。

　
班
メ
ン
バ
ー
は
現
在

男
性
七
名
と
の
こ
と
。

「
皆
さ
ん
は
過
去
に
豊

富
な
知
識
と
経
験
が
お

あ
り
の
方
々
ば
か
り
」
と
思
い
込

ん
で
い
ま
し
た
が
、
さ
に
あ
ら
ず
。

初
め
て
班
に
加
わ
っ
た
時
は
、
全

員
が
未
経
験
者
で
あ
っ
た
と
伺
い
、

あ
ま
り
の
驚
き
に
、
失
礼
な
が
ら

も
う
一
度
聞
き
返
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
こ
の
技
能
集
団
は
、
新
人
教
育

を
先
輩
方
が
イ
チ
か
ら
行
い
、
月

日
を
重
ね
る
中
、
市
販
の
道
具
を

自
ら
創
意
工
夫
・
加
工
し
、
技
を

磨
い
て
き
た
「
匠
」
の
集
ま
り
だ
っ

た
の
で
す
。

　
張
り
替
え
の
腕
が
一
人
前
に
な

る
に
は
、
障
子
で
二
〜
三
カ
月
、

襖
で
二
〜
三
年
か
か
る
そ
う
で
す
。

日
々
の
研
鑽
が
い
か
に
た
い
せ
つ

か
は
何
事
に
つ
け
て
も
同
じ
と
は

い
え
、
そ
の
努
力
に
は
た
だ
た
だ

頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

　
目
の
前
で
見
る
流
れ
る
よ
う
な

無
駄
の
な
い
動
き
と
、
仕
上
が
り

の
早
さ
・
見
事
さ
に
は
、
言
葉
を

忘
れ
感
動
す
ら
覚
え
ま
し
た
。

　
最
大
の
繁
忙
期
は
十
月
〜
十
一

月
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
前
に
自

宅
の
し
つ
ら
え
を
整
え
た
い
と
い

う
思
い
が
そ
の
理
由
な
の
で
し
ょ

う
。

　
皆
さ
ん
、
新
年
に
あ
た
り
障
子
・

襖
の
張
り
替
え
は
、
ご
要
望
に
懇

切
丁
寧
に
対
応
す
る
我
が
襖
班
に

お
願
い
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

（
取
材
・
広
報
部
）

（
取
材
・
広
報
部
）

（
取
材
・
広
報
部
）

　
成
沢
西
の
ユ
ト
リ
ア

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
な
り
さ

わ
（
社
会
福
祉
法
人
ユ

ト
リ
ア
会
）
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　
川
内
施
設
長
よ
り
事

業
概
略
等
（
地
域
密
着

型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
所
）
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
会
員
の
業
務
内
容
は
宿
直
業
務

で
す
。
就
業
時
間
は
十
七
時
三
十

分
よ
り
翌
朝
八
時
三
十
分
ま
で
。

途
中
仮
眠
時
間
が
あ
り
、
会
員
三

名
で
年
中
無
休
の
交
代
勤
務
で
す
。

会
員
の
岸
さ
ん
を
訪
ね
内
容
を
尋

ね
ま
し
た
。
業
務
開
始
後
引
継
ぎ

事
項
や
電
話
・
来
客
者
（
面
会
人
、

業
者
）
の
入
退
室
管
理
。
施
設
内

を
巡
回
し
設
備
機
器
や
照
明
・
冷

暖
房
機
を
オ
フ
し
、
玄
関
等
施
錠

す
る
。
翌
朝
、
定
時
巡
回
し
設
備

機
器
等
の
ス
イ
ッ
チ
オ
ン
や
新
聞

配
布
、
清
掃
を
行
う
。
会
員
同
士

で
全
員
が
そ
ろ
う
の
は
年
一
・
二

回
（
防
火
訓
練
・
予
防
接
種
）
と

の
こ
と
。
仮
眠
時
は
仕
事
の
最
中

で
あ
り
熟
睡
は
で
き
な
い
こ
と
が

悩
み
で
す
。

　
他
施
設
で
の
六
年
の
経
験
を
踏

ま
え
、
当
な
り
さ
わ
開
設
当
初
よ

り
就
業
し
て
い
ま
す
。
大
切
な
こ

と
は
、
分
け
隔
た
り
な
く
、
み
ん

な
と
対
等
に
接
す
る
こ
と
で
人
と

人
と
の
繋
が
り
や
話
題
が
豊
富
に

な
り
ま
す
。
今
後
も
笑
顔
を
大
切

に
頑
張
り
ま
す
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
玄
関
先
に
は
花
卉
・
山
野
草
等

（
岸
さ
ん
作
）
が
飾
ら
れ
、
職
員
や

入
居
者
の
方
の
心
身
を
和
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

岸　清司
ユトリアケアセンターなりさわ

作
品
に
心
を
こ
め
て

南
沼
原
地
区

大
嶋
　
フ
ミ
子

作業中の佐藤さん

受付に立つ岸さん

第
一
地
区

第
二
地
区

第
三
地
区

第
六
地
区

第
七
地
区

西
地
区

第
八
地
区

第
九
地
区

第
十
地
区

鈴
川
二
地
区

鈴
川
三
地
区

飯
塚
・
椹
沢
地
区

阿
曽
　
哲
朗

髙
橋
美
喜
子

木
川
　
四
郎

片
桐
　
和
敏

荒
井
千
代
亀

菊
地
　
摂
子

佐
藤
　
昭
子

岡
田
　
武
彦

矢
作
　
節
子

大
平
　
芳
光

多
田
　
文
穂

佐
々
木
澄
夫

佐
々
木
カ
ズ
子

阿
部
　
伸
一

岩
井
　
文
子

海
鉾
　
敏
広

長
岡
　
久
治

門
間
富
美
子

田
中
　
敏
夫

佐
藤
　
　
隆

三
沢
　
佳
子

星
　
　
忠
一

橋
本
　
一
政

林
　
は
る
ゑ

飯
塚
・
椹
沢
地
区

滝
山
二
地
区

出
羽
・
明
治
地
区

金
井
地
区

山
寺
・
高
瀬
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